
学校通信

問い合わせ先 　高田第一中学校 ☎0192（55）3921

高田第一中学校だより

今月は、高田第一中学校の学校生活や日々の取り組みの様子をお届けします

　　　　　運動会

　　　　　入学式 ・ 　　　　　 新入生歓迎会 

　　　　　１年  班別フィールドワーク

　　　　　２年  Make the future

　　　　　３年  津波避難行動体験

　本年度は53人の新入生が入学し、高田一中は全校生徒155人でスタートしました。
入学式では、在校生の温かい拍手と、第２の校歌「空～ぼくらの第二章～」で、新し
く高田一中の仲間となった１年生を祝福しました。翌週に開催された新入生歓迎会
では、生徒会本部が中心となって、新入生に学校生活や部活動について
紹介しました。生徒会による寸劇では、学校生活をユーモアたっぷりに
紹介し、新入生も在校生も明るい気持ちで新学期をスタートさせること
ができました。

　本年度はスローガンを「笑
しょうしん

進～限界を超えろ!!! ～」とし、３年生を中心に準備を
進めてきました。４月後半から取り組みをスタートさせ、練習ではスローガンのと
おり全校が心を一つに限界を超え、練習に励みました。当日は天候にも恵まれ、黄
組スローガン「王

お う

華
か

爛
ら ん

漫
ま ん

」、紅組スローガン「鬼
き

焱
え ん

万
ばんしょう

勝」のもと、全員が全力で競技や
応援を行い、両組団ともに２冠を獲得する熱戦を見せてくれました。また、保護者
や地域の皆さんの歓声や拍手で、会場を盛り上げていただきました。互いの健闘を
称え合う姿がみられ、生徒一人一人の笑顔が輝いた最高の運動会になりました。

　グループ別にそれぞれの職場に出向き、地域で活躍する皆さんからお話を聞
きました。そのうち５月から公開された旧吉田家住宅主屋を訪問したグループ
では、棟梁の藤

ふ じ

原
わ ら

出
い ず

穂
ほ

さんにインタビューをさせていただきました。大工さん
方の「あの頃の姿に戻したい」という熱い思いを感じ、自分たちもまちの宝とし
て残して受け継いでいきたいと決意を新たにしました。

　「Make the future（職業理解学習）」では、県
内外から５つの企業を招待し、各企業の方々の講
話を通して、職業への理解を深めました。また、
職業への理解を通して、そこで働く人の生き方についても学ぶ貴重な機会となりました。仕事に対する情熱や力強
い言葉が私たちの心に響き、そして背中を押してくれました。自分の将来を考え、これからの未来をデザインして
いきたいと思います。

　本年度も、防災行政無線の放送を受けて、高田松原から夢アリーナたかたへの避
難を実際に体験しました。また、体験後は海上保安庁の方から海の安全に関する講
話を聴きました。体験や講話を通して、陸前高田市が津波フラッグやハザードマッ
プなど、みんなが安全に避難するための工夫をしていることを知ることができました。
実際に災害が起こった時に率先して避難行動をとれるよう、これからも考えていき
たいと思います。今後は、今回の体験をもとに津波発生時の避難を呼びかけるポス
ターを作成していきます。

春の修学旅行民泊が無事終了！　

新たな受け入れ家庭を募集中です！

　春の修学旅行民泊では、全国から多くの中高生が本市を訪れ、地域の皆さんとの温かい交流を通じて、
訪れた中高生はたくさんの学びや気づきを得て帰っていきました。
　現在、秋の修学旅行民泊に向けて、新規受け入れ家庭を募集中です。新規受け入れ家庭の皆さんには、
中高生の受け入れについて個別に説明・案内をします。その他にも毎年、受け入れの事前説明や研修があり、
当日もスタッフが丁寧にサポートしますので、初めての人でも安心して始めることができます。
　修学旅行民泊の中でも、東日本大震災の被災地であり、防災をテーマにした受け入れを大規模に行って
いるのは、本市だけです。「当時どう過ごしていたのか」「今どんな備えをしているのか」――そんな日常
のやりとりが、生徒たちの心に残る学びとなります。
　一緒に本市の魅力を全国の若者に伝えていきませんか。興味がある人は、ぜひお気軽にお問い合わせく
ださい。

東北観光推進機構 「フェニックスアワード 2024」 を受賞！

　「陸前高田民泊」は本年、『フェニックスアワード2024』を受賞
しました！
　本賞は、東北６県および新潟県の観光振興を通じた地域の活
性化に貢献し、その功績が顕著であった団体・個人に表彰され
るものです。これまでに延べ14,000人以上の中高生を受け入れ、
参加者と受け入れ家庭との間に深い心の交流を築いてきたこと
や震災の記憶を伝える防災学習に力を入れてきたこと、「民泊
クーポン券」を活用して地域経済の活性化に貢献してきたことが
高く評価されました。

８月は 「新規受入家庭 募集月間」 !

　８月は米崎町を中心に、一軒一軒皆さんのお宅に民泊の説明
に伺う予定です。
　「まずは話を聞いてみたい」「どんな流れか知りたい」といった
人も大歓迎です。受け入れは年に１回でも構いません。少しの
関わりが、子どもたちの未来を育て、地域の豊かさを広げる大
きな一歩になります。地域の未来を育む仲間として、ぜひ一緒
に民泊の受け入れを始めてみませんか。皆さんのご協力を心よ
りお待ちしています。

2025年修学旅行民泊 受け入れ実績 ・ 予定

受け入れ実績 受け入れ予定

学　校　名 日　程 人数
仙台市立幸

さいわいちょう

町中学校  ５月 14日㈬ ～ 16日㈮ 134人
横浜市立末

す え

吉
よ し

中学校  ５月 20日㈫ ～ 22日㈭ 335人
鎌倉市立御

お

成
な り

中学校  ６月 ４日㈬ ～ ６日㈮ 142人
お茶の水女子大学 
附属中学校  ６月 12日㈭ 、 13日㈮ 115人

堺市立陵
りょうさい

西中学校  ７月 ２日㈬ 、 ３日㈭ 70人

学　校　名 日　程 人数
東京都立竹

た け

早
は や

高等学校  ９月 30日㈫ ～10月２日㈭ 240人
関東第一高等学校  10月 15日㈬ 、 16日㈭ 175人
神奈川県立横浜栄

さかえ

高等学校  10月 21日㈫ ～ 23日㈭ 320人

日本大学第三高等学校  11月 10日㈪ 、 11日㈫ 140人

民泊対面式

防災学習の一環で「モビタ」の研修体験を実施

民泊お別れ式問い合わせ先 　NPO法人SET（担当：民泊事務局 吉
よし

原
はら

） ☎0192（47）5747
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